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特集

身体診察の技術は，身近でありながら，いざしっ
かり身に着けるとなると，その広大さにどう向き合
えばよいかとまどってしまう，そんなことが多いの
だと想像します。今回は学研メディカルサポート様
の動画教材「看護師の特定行為研修」の内容を基本
設計としました。そのダイジェストである北野先生
の「通しの全身診察の型」については，CareNeTV
様のコンテンツとして無料閲覧できます（14ページ
側注参照）。本特集ではまず１つの道筋として，こ
の「通し」を参考にして自分なりのセットを身に着
けていただくことをご提案しています。そして，各
稿には，単なるHow toではない，身体診察のロジ
ックが満載です。患者さんに触れること，それは時
空を超えた，複雑な診断の構築作業であり，その
奥深く，豊かな世界への指針となるような1冊にも
なっていればと思います。弊社新刊の『ベイツ診察
法 第 3版』『ドゥガーウィン 診断のための診察と検
査』も合わせてよろしくお願いします。
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第1章 脳梗塞を理解するのに役立つ解剖学
第2章 脳梗塞の診断
［コラム1］ NIHSS
第3章 脳梗塞の超急性期治療
第4章 脳梗塞の急性期治療
［コラム2］ オザグレルNa，アルガトロバン，エダラボンのエビデンス再考
第5章 脳梗塞の慢性期治療
第6章 ブレインハートチーム
第7章 脳梗塞のリハビリ療法
第8章 脳梗塞とてんかん
第9章 若年性脳梗塞
第10章 COVID-19と脳卒中
［コラム3］ 院内発症脳梗塞

2017年にHospitalist vol. 5 no. 1特集「神経内科」の一部で虚血性脳
卒中を扱ってから，5年がたとうとしています。この間，脳梗塞診療は
大きく変化しました。例えば超急性期脳梗塞では，血栓溶解療法の
適応が拡大され，血栓回収療法のエビデンスが次々と登場しました。
また二次予防では，塞栓源不明の脳塞栓症（ESUS）に対するDOAC
の有効性に関する研究が複数行われ，アスピリンが第一選択薬である
ことが確認されました。卵円孔開存が原因の脳梗塞に対する卵円孔閉
鎖デバイスが2019年に保険適用となりました。日進月歩の領域であり，
脳梗塞をサブスペシャリティにしていなければ，こうした最新の知見
を常にフォローし続けるのは大変なことだと感じます。
次回の特集では「脳梗塞」を扱います。脳梗塞の超急性期では，血栓
溶解療法や血栓回収療法の適応を，厳しい時間的制約のなかで判断で
きなければなりません。また，その前段階として，診断がきちんと下せる
必要があります。さらに，血栓溶解療法や血栓回収療法の適応がない
場合，非専門施設で脳梗塞診療を行うようなケースも少なくないでしょ
う。そこで，脳梗塞を理解するための解剖学などの基礎となる知識から，
進歩の著しい血栓溶解療法や血管内治療，若年性脳梗塞やCOVID-19
に合併した脳梗塞といった少し特殊なシチュエーションでの脳梗塞な
ど，最新の知見を含め幅広く知識を整理できる内容を目指しました。
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